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第 18回 大鹿村リニア連絡協議会を開催 
・リニア工事による影響調査の情報や住民意見を共有し、リニア工事全般に関わる事項について連絡調

整を行うことを目的に、ＪＲ東海、施工業者、長野県、大鹿村及び住民による「大鹿村リニア連絡協議会」

が１２月１１日に開催されました。今回は、飯田市、喬木村担当職員を含め関係者５８名が出席されまし

た。リニア工事で生じる発生土の運搬台数の変更等について説明があり、以下に概要をお知らせします。 

① (主)松川インター大鹿線改良工事について（長野県より）  

 

 

 

 

② 公共事業活用について  

■飯田市代替地整備造成土運搬について 

・小渋川河川内道路が７月豪雨により被災し７月から１１月までの５ヶ月間で運搬台数が半分以下とな 

っている報告があり、代替地整備のスケジュール 

も踏まえ、運搬台数の分散を考慮した、台数の変 

更、運搬期間の延長を行いたい説明がありまし 

た。 

■喬木村伊久間工場団地造成事業について 

・６月のリニア連絡協議会での説明から変更はな 

く、予定通り１２月 1日より運搬を開始してい 

る報告がありました。 

リニア中央新幹線情報 No.48 
大鹿村役場総務課 

令和 3 年 1 月 15 日 

●河川内道路の供用開始について 

・河川内道路は１２月１日（火）より供用再開をしている説明がありました。 

・利用時間について、朝７時～１７時（月～土曜日）とする説明がありました。 

 なお、祝日に工事を行う場合は、祝日も利用可能となります。 
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発生土置き場（青木川） 施工状況 

釜沢非常口ヤード 復旧工事状況 

青木川斜坑 施工状況 

林道 釜沢線 県道赤石岳公園線 

小渋川先進坑 施工状況 

③ 災害関連緊急地すべり対策事業（釜沢）について 

・長野県より地すべり対策事業の工事完 

了箇所、工事中箇所、今後実施箇所の説  

明がありました。 

④ 南アルプストンネル工事について  

【小渋川非常口】 

・先進坑の延長約１６００ｍのうち、約４ 

割の掘削が完了しています。 

・先進坑を掘削した発生土のうち１０月８日以降の発生土の一部に 

おいて、自然由来重金属等の溶出試験の結果、「ヒ素」の項目で基  

準値を上回る結果が確認されました。基準値を上回った発生土に 

ついては、仮置き場 E（小渋川変電所予定地）の要対策土仮置き 

場に仮置きをしています。要対策土の搬出計画については、今後 

JR東海より改めて説明があります。 

 

【除山・釜沢非常口】 

・除山、釜沢非常口は、釜沢地区の地すべりによる県道復旧中の 

ため、７月から掘削作業を休止しています。 

・令和２年７月豪雨により、被災した地すべり箇所及び除山ヤード 

通路部などの復旧作業を行っています。 

・トンネル掘削再開は、地すべりの安定化工事及び県道の復旧工事 

により、工事用車両の通行の安全性が確認でき次第開始する予定 

です。具体的な日程等については、関係する方にお知らせをしま 

す。 

 

⑤ 伊那山地トンネル（青木川工区）工事について  

【青木川非常口】 

・青木川非常口は、斜坑延長（約６００ｍ）の約３割の掘削が完了しています。 

・現在は昼間作業のみの発破掘削を行っています。今後、工事の進捗に応じて夜間作業を開始させていた

だきます。 

・深ヶ沢地籍の発生土置き場（青木川）では青木川の護岸工及び造成工を行っています。 

・国道１５２号線改良工事の進捗をふまえ、喬木村事業に発生土を活用していただきます。具体的な日程等

については、関係する方にお知らせします。 
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■国道１５２号改良工事状況 

 

【下榑渡橋の架替について】 

・長野県と JR 東海で費用負担をし、長野県が架替工事を実施します。 

・架替位置は現橋梁位置で行います。 

・架替工事期間中の迂回路として、現橋梁の下流側へ仮橋を設けます。 

・迂回路について、令和３年２月工事開始予定です。 
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■小渋線（渡場交差点）工事用車両通行台数について（台／日）                 

 

■大鹿村内工事用車両台数（台／日）                             

  ①大鹿村 

  役場前 

②下青木 

 薬師堂前 
③沢戸橋 ④福徳寺 ⑤深ヶ沢 

Ｊ
Ｒ
工
事
に
伴
う

車
両 

R2.9実績 15.5 23.0 18.2 0.5 4.0 

R2.10実績 18.0 31.0 16.6 0.5 57.0 

R2.11実績 23.9 25.0 25.7 0.3 22.0 

R2.12～R3.3予定 46.9 59.0 20.0 22.0 224.0 

飯
田
市
・
喬
木
村
事
業

へ
の
運
搬
に
伴
う
車
両 

R2.9実績 100.0  100.0   

R2.10実績 0  0   

R2.11実績 20.3  20.3   

R2.12～R3.3予定 
224.0～

444.0 
0.0～100.0 

224.0～

344.0 
  

※表記の工事用車両台数は、いずれも「月別日平均の値」です。往復の台数です。 

※工事用車両台数は、月延総台数を 1月当りの工事稼働日数で割り戻した数値です。 

■中部電力パワーグリッドによる送電線工事について 

・中部電力パワーグリッドより工事の進捗状況に

ついて説明がありました。本体工事は、下唐沢

えん堤下のモノレール基地～No.24 鉄塔まで

の貨物・乗用モノレールの設置が完了しました。 

・伐採作業は、No.２４鉄塔～No.2３鉄塔間の乗

用モノレール敷伐採が完了しました。 

・2021年４月以降、No.２４鉄塔～No.2３鉄塔

間の乗用モノレール設置を開始します。 

・ヘリコプター試験飛行を 2020年 12月 24日 

（木）１０時より実施予定です。騒音レベル測定 

箇所は、バウ牧場さま、小学校付近、下青木中洞 

集落の３点を計画しています。 

（以上計画通り実施しました。） 

 

■鳶ヶ巣沢 砂防指定地内行為に関する照査課題に対する設計照査業務について 

・鳶ヶ巣沢環境対策事業に係る設計照査が完了しておりますが、この照査結果の課題に対して更に設計 

照査業務を委託しており令和 3年 1月に地盤材料試験を予定しております。 

○次回（第 1９回）開催日程等について 

・次回開催時期を令和３年３月２２日の週とし閉会しました 

 ＪＲ工事に伴う車両 
飯田市事業への 

運搬に伴う車両 

Ｒ２．９実績 ６．５ １００．０ 

Ｒ２．１０実績 ６．０ ０ 

Ｒ２．１１実績 １２．９ ２０．３ 

 ＪＲ工事に伴う車両 
飯田市・喬木村事業への 

運搬に伴う車両 

Ｒ２．１２～Ｒ３．３予定 １１．０ ２２４．０～４４４．０ 

※表記の工事用車両台数は、いずれも「月別日平均の値」です。往復の台数です。 

※工事用車両台数は、月延総台数を 1月当りの工事稼働日数で割り戻した数値です。 

 


